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平
成
22
年
第
４
回
定
例
会
は
、12
月
10
日
に

開
会
し
、「
門
真
市
事
務
分
掌
条
例
の
全
部
改

正
に
つ
い
て
」
な
ど
、市
長
提
出
議
案
23
件
及

び
議
員
提
出
議
案
２
件
を
慎
重
に
審
議
し
、い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
並
び
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、閉
会
中

の
継
続
審
査
に
付
さ
れ
て
い
た
決
算
２
件
に
つ

い
て
も
認
定
し
、
12
月
21
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　

な
お
、11
月
30
日
に
開
か
れ
た
第
２
回
臨
時

会
で
は
、「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
市
長
提
出

議
案
３
件
を
慎
重
に
審
議
し
、い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
並
び
に
承
認
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
21
億
５
５
８
４
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

５
１
８
億
６
９
８
０
万
７
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
本
案
は
各
常
任
委
員
会

に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
国
の

補
正
予
算
に
よ
る
上
野
口
小
、
四
宮

小
、
二
中
、
三
中
の
校
舎
及
び
屋
内
運

動
場
耐
震
補
強
工
事
費
に
関
連
し
て
、

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
率
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
22
年
４
月
１
日
現
在
、
全
国

平
均
73
・
３
％
、
大
阪
府
平
均
67
・
０

％
の
中
、
本
市
は
41
・
６
％
で
あ
る

が
、
現
在
施
工
中
の
５
校
の
同
工
事
が

完
了
す
る
と
、
22
年
度
末
は
60
・
４

％
、
今
回
の
補
正
に
よ
る
工
事
完
了

で
、
23
年
度
末
に
は
88
・
０
％
と
な
る

予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
耐
震
化
計
画
で
、
24
年

度
に
校
舎
棟
は
小
学
校
３
校
、
屋
内
運

動
場
は
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校
の

同
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

完
了
で
、
学
校
耐
震
化
率
は
１
０
０
％

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法

の
国
庫
補
助
率
の
か
さ
上
げ
期
限
で
あ

る
22
年
度
末
ま
で
に
、
残
り
の
学
校
の

耐
震
補
強
工
事
が
実
施
で
き
な
い
の
か

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
の
市
町
村

に
お
い
て
学
校
の
耐
震
化
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
早
急
に
工
事
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
も
の
の
、
耐
震
診
断
、
耐
震

設
計
等
が
で
き
る
会
社
も
限
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
工
事
発
注
量
に
限
度
が
生
じ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で

は
、
こ
の
国
庫
補
助
金
を
活
用
す
る
た

め
、
最
大
限
に
耐
震
化
工
事
量
を
確
保

し
進
め
て
い
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し

て
は
、
耐
震
化
の
推
進
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
、
同
法
の
継
続
に
つ
い
て
働
き

か
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
校
給
食
棟
改
修
の
状

況
と
方
針
、
英
語
教
育
活
動
業
務
委
託

の
実
施
理
由
と
授
業
方
法
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
子
育
て
応

援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
事
業
委
託
料

４
７
９
万
９
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
内
容
と
効
果

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
府
の
安
心
こ
ど

も
基
金
の
地
域
子
育
て
創
生
事
業
を
活

用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
本
市
の

子
育
て
関
連
情
報
に
特
化
し
た
子
育
て

応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
同
サ
イ
ト
の
中
で
、
地
域
子

育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
公
立
保
育
所
３
園
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
同
時
に
立
ち
上
げ
る
も
の

で
、
妊
婦
や
中
学
生
程
度
ま
で
の
子
ど

も
を
持
つ
市
民
に
役
立
つ
情
報
と
し

て
、
健
診
や
予
防
接
種
、
各
種
手
当
に

係
る
情
報
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小･

中
学
校
、
な
か
よ
し
広
場
及
び
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
に
係
る
情
報
、

そ
の
他
子
育
て
支
援
に
関
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
も
の
で

　

門
真
市
事
務
分
掌
条
例
の
全
部
改
正

は
、
新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
第
５
次
総
合
計
画
を

確
実
に
実
践
す
る
に
つ
き
、
よ
り
効
率

的
か
つ
機
動
的
な
行
政
組
織
を
整
備

し
、
23
年
４
月
１
日
よ
り
機
構
改
革
を

行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
健
康
福
祉
部
と
福
祉

推
進
部
を
健
康
福
祉
部
の
１
部
へ
統
合

す
る
理
由
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
市
民

に
と
っ
て
つ
な
が
り
の
深
い
福
祉
部
門

を
統
合
す
る
こ
と
で
、
複
雑
多
岐
に
わ

あ
る
。
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
症

に
対
す
る
注
意
喚
起
や
不
審
者
情
報
な

ど
緊
急
に
周
知
し
た
い
情
報
、
新
着
情

報
及
び
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
、
担
当

部
署
が
直
接
入
力
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
、
市
民
へ
即
座
に
発
信
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

効
果
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
、
出
産
後

の
早
い
段
階
か
ら
、
市
民
が
子
育
て
支

援
に
関
す
る
情
報
等
を
、
家
庭
の
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
等
で
広
く
容
易
に
得

ら
れ
る
こ
と
で
、
子
育
て
中
の
親
の
孤

立
化
や
子
育
て
不
安
の
軽
減
を
図
れ
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
に

た
る
行
政
ニ
ー
ズ
、
特
に
健
康
問
題
及

び
虐
待
防
止
や
少
子
化
な
ど
の
子
育
て

施
策
に
対
し
、
的
確
か
つ
柔
軟
な
対
応

が
可
能
と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
総
務
部
の
分
掌
事
務
で
あ
る

「
契
約
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
」

の
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
契
約
に

関
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
一
定

の
部
局
で
総
括
的
に
契
約
の
調
整
を
図

る
組
織
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
、
契

約
担
当
課
と
し
て
は
、
入
札
事
務
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
作
成
の
検
討
を
行
い
、

複
雑
多
様
な
各
部
署
実
施
の
入
札
契
約

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
22
年
11
月
１
日

　
　
　
　

〜
平
成
23
年
１
月
31
日
）

11
・
11 

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
総
会

　
　

15 

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
財

　
　
　

 

政
委
員
会　
　
　

    

15
〜
16 

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
管

　
　
　

 

外
行
政
調
査

　
　

16 

河
北
市
議
会
議
長
会

　
　

16 

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　

 

域
連
合
議
会

　
　

17 

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
議
員

　
　
　

 

研
修
会

　
　

24 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

26 

行
財
政
改
革
推
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特
別
委
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会 
   

28
〜
29 

東
部
大
阪
治
水
対
策
促
進
議

　
　
　

 

会
協
議
会
中
央
陳
情 

　
　

30 

本
会
議
（
第
２
回
臨
時
会
）

12
・
１ 

門
真
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　

２ 

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
代

　
　
　

 

表
者
会
議

　
　

３ 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10 

本
会
議
（
第
４
回
定
例
会
開

　
　
　

 

会
）

　
　

13 

民
生
常
任
委
員
会　
　
　

  

　
　

14 

建
設
文
教
常
任
委
員
会

　
　

15 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

16 

総
務
水
道
常
任
委
員
会

　
　

21 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

21 

本
会
議
（
第
４
回
定
例
会
閉

　
　
　

 

会
）

　
　

24 

飯
盛
霊
園
組
合
議
会
定
例
会

　
　

27 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議

　
　
　

 

会
定
例
会

　
　

27 

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
定

　
　
　

 

例
会

　
　

29 

仕
事
納
め

１
・ 

５ 

仕
事
始
め

   

25
〜
26 

河
北
市
議
会
議
長
会
総
会
・

　
　
　

 

管
外
行
政
調
査

耐震化が進む学校施設

第
４
回
定
例
会

補
正
予
算　

25
議
案
を
可
決

どな

補
正
予
算　

25
議
案
を
可
決

どな

よ
り
、
児
童
虐
待
予
防
等
の
一
助
に
も

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
民
間
保
育
所
等

と
同
サ
イ
ト
と
の
リ
ン
ク
、
家
庭
児
童

相
談
室
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
内
容
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
運
転
管
理
業
務
委
託
の

内
容
と
効
果
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
市
税

等
の
還
付
金
追
加
の
理
由
と
内
訳
に
つ

い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。　

子
育
て
応
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設

子
育
て
応
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設

　

門
真
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
身
体
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に

す
る
家
族
所
有
の
軽
自
動
車
等
に
係
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
18
歳

未
満
の
年
齢
要
件
を
撤
廃
し
、
18
歳
以

上
の
身
体
障
が
い
者
の
家
族
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
等
も
、
新
た
に
減
免
対
象

と
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
減
免
拡
充
分
の
対
象

件
数
と
税
額
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
22

年
度
試
算
で
、
減
免
対
象
の
軽
自
動
車

等
は
、
専
ら
身
体
障
が
い
者
の
通
学
、

通
院
、
通
所
も
し
く
は
生
業
の
た
め
に

使
用
す
る
な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
も
の
が
約
80
台
で
、
減
免
税
額
は
約

50
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
で
し

た
。

　

な
お
、
対
象
者
へ
の
周
知
方
法
は
、

市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
へ
の
チ
ラ
シ
同
封
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
世
帯
へ
の
減
免
拡
充

　

障
が
い
者
世
帯
へ
の
減
免
拡
充

事
務
の
適
正
化
が
図
れ
る
よ
う
、
専
門

的
な
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
を
持

つ
部
署
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
部
の
分
掌
事
務
で

あ
る
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ

と
」
を
総
合
政
策
部
へ
移
管
す
べ
き
と

の
考
え
へ
の
見
解
、
グ
ル
ー
プ
制
へ
の

評
価
と
府
内
の
導
入
状
況
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案
の
採
決

に
当
た
っ
て
は
、
反
対
の
立
場
か
ら
討

論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

機
構
改
革
を
実
施

　
　

機
構
改
革
を
実
施

軽
自
動
車
税

第
５
次
総
合
計
画
の
実
践
に
向
け

第
５
次
総
合
計
画
の
実
践
に
向
け



■第２回臨時会で決まったこと ■市政に対する一般質問

質　　問　　要　　旨 質　　問　　要　　旨

かどま議会だより 156 _裏面 サイズ 273mm（W） × 403mm（H）

平成23年２月１日
議　会　だ　よ　り

１　統一的、総合的な高齢者施策について
　⑴　認知症対策について
　⑵　くすのき広域連合の検証と見直しについて
２　緑化施策について
　⑴　緑化保全と推進について
　⑵　市民農園の必要性について
１　交通不便地域の解消について
　⑴　民間バス事業者との交渉経過について
　⑵　ふれあい巡回バス、シャトルバスの存続について
２　工業系まちづくりについて
　⑴　仮称「住工調和条例」制定について
１　受動喫煙防止について
　⑴　未成年者に対する受動喫煙防止対策について
１　公民協働による文化芸術振興について
　⑴　門真市文化芸術振興基本方針の実施と見通
　　しについて
　⑵　協働の受け皿としての仕組みづくりについて
　⑶　具体的な文化芸術振興への取り組みについて
　⑷　公民協働による文化芸術振興実施機関として
　　の位置づけと展開について
１　公契約条例の制定について
２　雇用・景気対策について
３　図書館、学校図書の抜本的拡充について
１　市内公共施設の建てかえへの考えについて
　⑴　市役所や新橋住宅、公民館等の建てかえの考
　　えについて
２　四宮小学校の体育館建てかえについて
３　来年度より国が定める武道の推進について
４　治水対策について
　⑴　川や水路等の水辺を美しく、ふれあいや、いやし
　　の場としての治水事業について
１　産業振興ビジョンについて
　⑴　企業誘致と製造業の転出の抑制について
２　市内道路の整備について
　⑴　幹線道路や生活道路の整備について
１　低未利用地の活用と土地開発公社の解散につい
　て
　⑴　低未利用地の現状と活用状況について
　⑵　今後の活用等の計画について
　⑶　土地開発公社の現状について
　⑷　健全化の経過について
　⑸　三セク債を活用した土地開発公社の解散について
２　包括委託の問題点について
　⑴　導入の経過と現状について

　⑵　市の方針について
　⑶　チェックなど今後の体制について
３　国民健康保険制度の広域化の問題点について
　⑴　大阪府の動向と本市の対応について
　⑵　広域化の被保険者にとってのメリットについて
　⑶　収納率による新たなペナルティーについて
１　国の補正予算を活用して、市民の暮らし、福祉、　
　教育を充実させることについて
　⑴　大阪府は円高・デフレ対応のための緊急総合経
　　済対策について、政府にどのような働きかけをして
　　いるのか、門真市にはどのように配分がされるのか
　　について
　⑵　きめ細かな交付金、住民生活に光をそそぐ交付
　　金、地方交付税の増額分及び「雇用・人材　貧
　　困・困窮支援対策事業費」や子育て安心子ども基
　　金など１８の事業費を、門真市としては今後どのよう
　　に活用しようとしているのかについて
　⑶　子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進基金を活
　　用し、実施することについて
１　予防ワクチン接種の公費助成について
　⑴　ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン、子宮頸がんワ
　　クチンの公費助成について
　⑵　インフルエンザ予防接種の公費助成の拡充に
　　ついて
１　高齢者を支えるネットワークの構築について
　⑴　高齢者安否確認に関する条例の制定について
　⑵　地域包括支援センターの体制強化について
　⑶　地域における生活支援サービスの充実につい
　　て
１　防災について
　⑴　ハザードマップの見直しについて
　⑵　自主防災組織について
２　児童・生徒の読書環境整備と学力向上について
　⑴　朝の読書運動について
　⑵　学校図書室の充実について
　⑶　図書館司書の配置について
１　電子行政の経費削減と市民サービスの向上につ
　　いて
　⑴　クラウドコンピューティングの導入について
　⑵　電子自治体推進による市民サービスの向上につ
　　いて
２　受動喫煙防止対策について
　⑴　公共施設等の受動喫煙防止対策について
　⑵　路上喫煙防止対策について

　

門
真
市
立
弁
天
池
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者

候
補
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
応
募
の

あ
っ
た
３
団
体
を
審
査
し
た
結
果
、
弁

天
池
倶
楽
部
が
選
定
さ
れ
、
23
年
４
月

１
日
か
ら
３
年
間
、
同
団
体
を
指
定
管

理
者
と
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
選
定
理
由
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
同
団
体
は
、
京
阪
園
芸
株

式
会
社
を
代
表
と
し
て
門
真
園
芸
株
式

会
社
、
社
団
法
人
門
真
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
３
社
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
３
社
の
豊
富
な
人
材
を
最
大
限
に

生
か
す
こ
と
に
よ
る
管
理
経
費
の
縮
減

や
市
民
の
雇
用
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
京
阪
園
芸
の
規
模
も
大
き

く
、
３
社
協
定
で
連
帯
責
任
も
明
確
に

し
て
い
る
た
め
、
安
定
し
て
管
理
業
務

を
行
う
経
理
的
基
盤
が
あ
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
エ
リ
ア
の
設
置
、
定
期
的
に
野
菜

等
の
朝
市
や
植
木
市
の
開
催
な
ど
が
提

案
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
密

着
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
同
公
園
へ
の
熟
知
度
が
高

く
、
公
園
内
の
動
植
物
を
学
べ
る
子
ど

も
向
け
の
学
習
空
間
の
提
供
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
向
け
の
ガ
イ
ド
及
び
車
い

す
補
助
の
提
案
な
ど
、
特
色
を
生
か
し

た
管
理
運
営
等
に
お
い
て
、
他
団
体
よ

り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
認
め
、
選
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
経
費
縮
減
効
果
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
基
盤
の
あ
る
門
真
園
芸
と

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
作

業
効
率
の
向
上
や
作
業
時
間
の
短
縮
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
人
件
費
が
削
減
で

き
る
と
と
も
に
、
同
団
体
の
園
芸
部
門

は
バ
ラ
、
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
に
伝
統
的
な

技
術
を
有
し
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
品
質
を
落
と
さ
ず
低
コ
ス
ト

で
の
植
栽
維
持
管
理
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
同
団
体
が
保
有
す
る
作
業
性
の

高
い
機
械
に
よ
る
樹
木
の
剪
定
、
芝
刈

り
、
除
草
作
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

３
年
間
で
約
８
８
０
万
円
の
経
費
縮
減

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
提
案

内
容
、
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
、
決
算
特
別
委
員
会
に
閉
会
中
の
継

続
審
査
を
付
託
し
て
い
た
平
成
21
年
度

門
真
市
歳
入
歳
出
決
算
及
び
平
成
21
年

度
門
真
市
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
３
日
間
に
わ
た
る
委
員
会
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
で
、
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
全
員
異
議
な
く
、
い
ず
れ
も
認
定
し

ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
、
次
の
２
件
の
意
見

書
を
可
決
し
、
直
ち
に
政
府
関
係
機
関

に
送
付
し
て
内
容
の
実
現
を
求
め
ま
し

た
。

　

地
方
経
済
の
活
性
化
策
を
求
め
る

　

意
見
書

　

切
れ
目
な
い
中
小
企
業
支
援
及
び

　

金
融
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
22
年

８
月
10
日
付
の
人
事
院
勧
告
及
び
諸
般

の
状
況
を
踏
ま
え
、
一
般
職
の
職
員
に

支
給
す
る
22
年
12
月
の
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
計
０
・
２
月
分
の

減
額
を
行
い
、
議
員
並
び
に
特
別
職
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
も
０
・
２
月
分
の

減
額
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
案
は
、
22
年
11
月
30
日
の
第
２
回

臨
時
会
に
上
程
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

　

会
派
代
表
者
の
変
更
に
伴
い
、
22
年

12
月
20
日
付
で
土
山
重
樹
議
員
が
議
会

運
営
委
員
会
委
員
を
辞
任
し
、
同
日
付

で
佐
藤
親
太
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

22
年
12
月
20
日
付
で
、
今
田
哲
哉
議

員
が
無
所
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

門
真
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
公
民
館
二
島
分
館
を
23

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
廃
止
を
決
定
し
た
経

緯
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
同
分
館
は
、

昭
和
49
年
建
築
の
施
設
で
老
朽
化
が
目

立
ち
、
利
用
者
の
安
全
、
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
他
の
社
会
教
育
施
設
に
な
い
陶
芸

窯
や
木
工
の
施
設
の
機
能
を
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
移
管
し
、
活
動
の
場
を
提

供
で
き
る
よ
う
検
討
、
調
整
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
他
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ

い
て
も
、
利
用
者
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
、
同
セ
ン
タ
ー
や
近
隣
の
二
島

小
学
校
の
多
目
的
室
等
で
活
動
で
き
る

よ
う
調
整
し
た
上
で
、
十
分
に
議
論

し
、
廃
止
の
結
論
に
至
っ
た
も
の
で
あ

指定管理者を決定指定管理者を決定

決
算
２
件
を
認
定

決
算
２
件
を
認
定

淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合

議
会
議
員
を
選
挙

淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合

議
会
議
員
を
選
挙

議
会
運
営
委
員
を
選
任

議
会
運
営
委
員
を
選
任

会
派
の
異
動

会
派
の
異
動

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
利
用
者
へ
の
説
明
状
況
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
施
設
利
用
者
の
安
全

を
第
一
に
考
え
、
ま
た
陶
芸
、
木
工
の

サ
ー
ク
ル
が
引
き
続
き
活
動
し
て
い
き

た
い
と
の
強
い
意
向
に
沿
っ
て
、
庁
内

協
議
を
始
め
る
と
と
も
に
、
利
用
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
と
の
話
し
合
い
を
行
う

な
ど
、
教
育
委
員
会
と
し
て
十
分
に
対

応
し
、
利
用
者
の
理
解
は
得
ら
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

こ
の
ほ
か
、
門
真
市
立
公
民
館
運
営

審
議
会
へ
の
施
設
廃
止
等
に
関
す
る
諮

問
の
有
無
、
陶
芸
窯
移
設
の
費
用
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

公
民
館
二
島
分
館
を
廃
止

公
民
館
二
島
分
館
を
廃
止

第２回臨時会

職員の期末手当等
減　　額

く
り

は
ら

ひ
さ

こ

栗　

原　

久　

子

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦　

 

　

門
真
市
本
町
14
番
６
号

お
お

に
し

ま
さ

た
か

大　

西　

正　

隆

当
選
人　

 

　

門
真
市
古
川
町
７
番
３
号

番　号 件　　　　　名 議決結果

承認第 9 号 専決処分の承認を求めることについて（門真市立古川橋小学
校耐震補強工事請負契約の一部変更について） 承　認

承認第10号 専決処分の承認を求めることについて（門真市立門真小学校
校舎耐震補強工事請負契約の一部変更について） 承　認

議案第52号   一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 可　決

番　号 件　　　　　名 議決結果
議案第 53号 市道路線の認定について 可　決
議案第54号 市道路線の変更について　 可　決
議案第55号   門真市立弁天池公園の指定管理者の指定について 可　決
議案第56号   北河内地域広域行政推進協議会の廃止に関する協議について 可　決
議案第57号   大阪広域水道企業団規約の一部変更に関する協議について 可　決
議案第58号   門真市事務分掌条例の全部改正について 可　決
議案第59号    門真市立老人福祉センター条例の全部改正について 可　決
議案第60号    門真市高齢者ふれあいセンター条例の全部改正について 可　決
議案第61号   一般職の職員の退職手当に関する条例の一部改正について 可　決
議案第62号    門真市税条例の一部改正について  可　決
議案第63号 門真市立リサイクルプラザ条例の一部改正について 可　決

議案第64号 門真市教育センター条例及び門真市立生涯学習センター条例の一部改正について  可　決

議案第65号 門真市立公民館条例の一部改正について  可　決
議案第66号                  平成 22年度門真市一般会計補正予算（第 3号）   可　決

議案第67号                  平成 22 年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3号） 可　決

議案第68号 平成 22 年度門真市水道事業会計補正予算（第２号） 可　決
議案第69号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　意
議案第 70号 平成 22年度門真市一般会計補正予算（第 4号） 可　決
議案第 71号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 可　決
議案第 72号 平成 22 年度門真市一般会計補正予算（第 5号）  可　決

議案第 73号 平成 22 年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 4号） 可　決

議案第 74号 平成 22 年度門真市公共下水道事業特別会計補正予算（第 2号） 可　決

議案第 75号 平成 22 年度門真市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 2号） 可　決

認定第 1 号 平成 21 年度門真市歳入歳出決算認定について  認　定
認定第 2 号 平成 21 年度門真市水道事業会計決算認定について 認　定
議 員 提 出
議案第 4 号 地方経済の活性化策を求める意見書 可　決

議 員 提 出
議案第 5 号 切れ目ない中小企業支援及び金融支援策を求める意見書 可　決

■第４回定例会で決まったこと

弁 天 池 公 園弁 天 池 公 園


